
 

 

［成果情報名］トマト栽培におけるアセチル化グリセリド乳剤によるトマト黄化葉巻病の抑制 

［要約］半促成トマト栽培で秋～冬期にアセチル化グリセリド乳剤を定期的に散布すること

で、タバココナジラミ成虫密度が低減し、本害虫が媒介するトマト黄化葉巻病（TYLCV）の

二次感染を抑制できる。 
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［背景・ねらい］ 

トマト黄化葉巻病（病原：TYLCV）は、タバココナジラミによって媒介される重要ウイル

ス病害で、トマト生産に甚大な被害をもたらす。このため、防除法の選択肢を増やす必要

がある。食品添加物由来のアセチル化グリセリド乳剤（一般名：グリセリン酢酸脂肪酸エ

ステル、製品名：ベミデタッチ®乳剤）を散布した植物では、タバココナジラミ成虫が忌避

し、配偶行動および吸汁活動が阻害される。一方、アセチル化グリセリド乳剤は訪花昆虫

への悪影響がほとんどないため、マルハナバチ利用下で殺虫剤散布が制限されるトマト栽

培においてタバココナジラミの有効な防除手段となり得る可能性がある。そこで半促成ト

マト栽培での秋～冬期のアセチル化グリセリド乳剤の散布が、タバココナジラミの寄生お

よび黄化葉巻病の二次感染拡大に及ぼす影響を明らかにする。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．半促成トマト栽培施設におけるタバココナジラミによる黄化葉巻病の二次感染抑制効

果を、秋～冬期に 2 週間間隔でアセチル化グリセリド乳剤を 3 回散布することによって

評価したところ（図 1）、アセチル化グリセリド乳剤散布区でのタバココナジラミ成虫

数は無処理区より少なく、無処理区の 8%以下で推移する（図 2）。 

２．アセチル化グリセリド乳剤散布区での幼虫数は無処理区と有意差はなく、殺虫剤区（訪

花昆虫に影響の少ない農薬を選択）に比べると有意に多く、2 週間間隔散布では次世代

幼虫に対する密度抑制効果は低い（図 2）。 

３．最終調査時の黄化葉巻病発病株率は無処理区の 85%に対し、アセチル化グリセリド乳

剤散布区で 24%であり、本剤の定期的散布は黄化葉巻病の二次感染を抑制する（図 3、4）。 

４．マルハナバチ導入施設では、ネオニコチノイド系殺虫剤が利用しにくいため、訪花昆

虫への影響の少ないアセチル化グリセリド乳剤は半促成栽培での開花後の秋～冬期の黄

化葉巻病二次感染防止に有効な農薬と考えられる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．アセチル化グリセリド乳剤はブプロフェジン等の殺卵・幼虫剤またはニテンピラム等

のネオニコチノイド系殺虫剤と混用することで、タバココナジラミ成虫の吸汁阻害作用

が高まり、黄化葉巻病感染抑制効果が増強すると報告されている。したがって、これら

の殺虫剤と混用することで、二次感染抑制効果をさらに向上できる可能性がある。  

２．アセチル化グリセリド乳剤は 2018 年上半期に試験販売予定である。 

 

 

 

 

 

 




